


 

 

男
子
は
、
満
十
五
歳
に
な
る
年
か
ら
六
十
歳
に
な
る
年
ま
で
、
女
子
は
、
同
じ
く
十
七
歳
か
ら
四
十
歳 

に
な
る
年
ま
で
は
兵
役
が
義
務
と
な
る
。
男
子
だ
け
で
な
く
女
子
も
戦
力
に
す
る
の
だ
。 

 

女
子
の
竹
槍
訓
練
は
、
戦
後
に
「
Ｂ
２
９
に
竹
槍
で
は
…
…
」
と
笑
い
話
に
な
っ
た
が
、
実
は
こ
の
本
土 

決
戦
に
備
え
て
の
戦
闘
訓
練
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

つ
づ
い
て
「
国
民
義
勇
戦
闘
隊
統
率
令
」
と
い
う
勅
令
が
制
定
さ
れ
た
。 

 

勅
令
と
い
う
の
は
、
国
の
統
治
者
、
軍
の
統
帥
者
で
あ
る
天
皇
の
命
令
で
あ
る
。 

 
 

「
国
民
義
勇
兵
役
法
」
に
し
た
が
っ
て
職
場
、
地
域
、
学
校
に
「
国
民
義
勇
戦
闘
隊
」
の
組
織
を
つ
く 

れ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

  

沖
縄
戦
の
教
訓
を
本
上
決
戦
に
生
か
す
だ
け
で
は
な
く
、
法
律
や
命
令
で
国
民
の
戦
争
参
加
を
義
務
づ 

け
た
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
組
織
は
「
義
勇
隊
」
で
は
な
く
、
軍
と
と
も
に
戦
う
「
戦
闘
隊
」
な
の
で
あ 

る
。 

  

ひ
と
言
で
い
え
ば
、
国
民
の
す
べ
て
を
戦
力
と
し
て
軍
と
と
も
に
戦
わ
せ
る
こ
と
な
の
だ
。 

 

茨
城
で
は
「
義
勇
兵
役
法
」
の
公
布
に
先
だ
っ
て
「
国
民
義
勇
隊
」
の
編
成
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。 

 

「
水
戸
市
史
」
の
中
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 

―
し
か
し
茨
城
県
の
場
合
国
民
義
勇
隊
の
編
成
作
業
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
十
三
日
の
閣
議
の
方 

針
決
定
の
直
後
か
ら
実
行
に
移
さ
れ
た
。
四
月
十
八
日
茨
城
会
館
に
各
団
体
七
三
名
が
集
ま
り
四
月 

末
日
ま
で
地
域
と
職
場
に
組
織
を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。 

「
一
度
び
敵
本
土
上
陸
を
み
ん
か
、
の
場
合
は
直
ち
に
武
器
を
と
り
戦
闘
態
勢
に
転
移
、
皇
国 

護
持
の
大
任
を
全
う
せ
ん
」
が
目
的
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
「
茨
城
新
聞
」
昭
和
二
十
年
五
月
十
九 

日
付
） 

 

そ
の
組
織
を
地
域
と
織
場
（
学
徒
隊
も
含
む
〕
に
つ
く
る
こ
と
に
し
た
が
、
地
域
の
場
合
は
市
町 

村
に
国
民
義
勇
隊
、
町
内
会
・
部
落
会
に
そ
の
単
位
小
隊
〔
男
子
隊
・
女
子
隊
）
、
郡
に
連
合
義
勇 

隊
を
編
成
す
る
こ
と
に
し
た 

 

六
月
三
日
に
は
、
県
知
事
を
本
部
長
と
す
る
「
国
民
義
勇
隊
茨
城
県
本
部
」
が
発
足
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
戦
争
が
終
わ
る
ま
で
に
、
僅
か
二
カ
月
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
組
織
化
は
末
端
ま
で
す
す
ま 

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
私
も
「
義
勇
兵
役
法
」
が
適
用
さ
れ
る
年
令
に
達
し
て
い
た
の
だ
が
、
な
に
も 

知
ら
さ
れ
ず
に
終
戦
を
迎
え
て
い
た
の
だ
か
ら
・
：
：
・
。 

 



 

￣

義
勇
兵
役
法 

 
二
九
四
五
年
＝
昭
和
ニ
十
年
六
月
二
十
二
日
、
法
律 

第
３
９
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朕
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曠
古
ノ
難
局
ニ
際
会
シ
忠
良
ナ
ル
臣
民
ガ
勇
奮
挺
身
皇
土
ヲ
防 

衛
シ
テ
国
威
ヲ
発
揚
セ
ム
ト
ス
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嘉
シ
帝
国
議
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協
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タ 
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御 
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昭
和
二
十
年
六
月
二
十
二
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内
閣
総
理
大
臣 

男
爵 

鈴
木
貫
太
郎 

 

海
軍
大
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米
内 

光
政 

 

陸
軍
大
臣 

 
 
 
 
 

阿
南 

惟
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 第
一
条 

大
東
亜
戦
争
二
際
シ
帝
国
臣
民
ハ
兵
役
法
ノ
定
ム
ル
所
二 

 

依
ル
ノ
外
本
法
ノ
定
ム
ル
所
二
依
り
兵
役
二
服
ス 

 

本
法
ニ
依
ル
兵
役
ハ
之
ヲ
義
勇
兵
役
ト
称
ス 

 

本
法
ハ
兵
役
法
ノ
適
用
ヲ
妨
グ
ル
コ
ト
ナ
シ 

第
二
条 

義
勇
兵
役
ハ
男
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二
在
リ
テ
ハ
年
齢
十
五
年
二
達
ス
ル
年 

 

ノ
一
月
一
日
ヨ
リ
年
齢
六
十
年
ニ
達
ス
ル
年
ノ
十
二
月
三
十
一
日 

 

迄
ノ
者
（
勅
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
者
ワ
除
ク
）
、
女
子
二
在
リ
テ
ハ 

 

年
齢
十
七
年
二
達
ス
ル
年
ノ
一
月
一
目
ヨ
リ
年
齢
四
十
年
二
達
ス 

 

ル
年
ノ
十
二
月
三
十
一
日
迄
ノ
者
之
ニ
服
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

前
項
二
規
定
ス
ル
服
役
ノ
期
間
ハ
勅
令
ノ
定
ム
ル
所
二
依
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第
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第
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国
土
作
戦
ノ
目
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ハ
来
寇
ス
ル
敵
二 

 

決
戦
ヲ
強
要
シ
テ
絶
対
必
勝
シ
皇
国
ノ
悠
久
ヲ 

 

確
保
ス
ル
ニ
在
り 

之
が
為
国
土
作
戦
軍
ハ
有 

形
無
形
ノ
最
大
戦
カ
ヲ
傾
倒
シ
猛
烈
果
敢
ナ
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攻
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依
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敵
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陸
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ヲ
殲
滅
ス
ベ
シ 
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一 

第
二
章
「
将
兵
ノ
覚
悟
及
戦
闘
守
則
」 

 

第
十
一 

 

決
戦
間
傷
病
兵
ハ
後
送
セ
ザ
ル
ヲ 

本
旨
ト
ス 

負
傷
者
二
対
ス
ル
最
大
ノ
戦
友
道 

 

ハ
速
カ
ニ
敵
ヲ
殲
滅
ス
ル
ニ
在
ル
ヲ
銘
肝
シ
敵 

撃
滅
ノ
一
途
二
邁
進
ス
ル
ヲ
要
ス 

戦
友
ノ 

看
護
付
添
ハ
之
ヲ
認
メ
ズ 

戦
闘
間
衛
生
部
員 

ハ
第1

線
二
進
出
シ
テ
冶
療
二
任
ズ
ベ
シ 

 
第
十
二 

戦
闘
中
ノ
部
隊
ノ
後
退
ケ
ご
ヲ
許 

サ
ズ 
斥
候
、
伝
令
、
挺
進
攻
撃
部
隊
ノ
目
的 

達
成
後
ノ
ミ
後
方
二
向
フ
行
進
ヲ
許
ス 

 

（
昭
和
二
十
年
四
月
二
十
日
大
本
営
陸
軍
部 

 

に
よ
っ
て
発
令
） 

 
 

―
作
戦
は
連
続
不
断
の
攻
勢
。
戦
法
は
航
空
機
全
機
特
攻 

水
上
、
水
中
す
べ
て
特
攻
。
戦
車
に
対 

 

し
て
特
攻
、
地
上
戦
も
特
攻
を
避
け
る
い
わ
れ
は
な
い
ー
。 

 

と
、
当
時
の
参
謀
本
部
第
一
部
長
岡
崎
周
一
中
将
が
、
後
に
回
顧
し
て
い
る
と
い
う
が
、
す
べ
て
が
特 

攻
、
戦
車
戦
も
地
上
戦
も
特
攻
な
の
で
あ
る
。 

 

本
土
決
戦
は
、
米
軍
が
制
海
権
も
制
空
権
も
握
っ
て
い
る
中
で
、
し
か
も
、
装
備
も
米
軍
が
圧
倒
的
に 

優
位
と
い
う
厳
し
い
条
件
の
中
で
の
戦
に
な
る
。
そ
こ
で
大
本
営
参
謀
た
ち
の
立
て
た
作
戦
計
画
の
基
本 

は
「
総
特
攻
」
の
短
期
決
戦
な
の
だ
。 

 

し
か
も
、
戦
場
で
の
後
退
が
許
さ
れ
な
い
「
本
土
決
戦
教
令
」
が
あ
る
。
す
べ
て
の
軍
と
将
兵
は
、
こ 

の
命
令
を
守
っ
て
持
ち
場
の
戦
場
を
死
守
防
衛
し
、
玉
砕
す
る
ま
で
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る 

 

作
戦
計
画
は
大
き
く
四
つ
の
段
階
で
戦
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

接
近
し
て
く
る
船
団
へ
の
総
特
攻 

こ
の
作
戦
は
、
本
土
に
接
近
し
て
く
る
海
』
の
氷
上
陸
軍
に
た
い
し
て
、
空
中
、
水
上
、
水
中
か
ら
特 
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攻
攻
撃
を
か
け
る
の
だ
と
い
う
。 

 

空
か
ら
の
特
攻
に
は
、
実
戦
機
だ
け
で
は
な
く
、
飛
べ
る
航
空
機
は
総
て
投
入
す
る
と
い
う
の
だ
。
と 

に
か
く
、
爆
弾
を
積
ん
で
攻
撃
目
標
ま
て
飛
ん
て
い
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。 

 

米
軍
の
空
爆
に
よ
っ
て
、
特
攻
機
が
壊
滅
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
こ
の
作
戦
は
成
り
立
た
な
く 

な
る
の
で
、
掩
体
壕
や
秘
匿
飛
行
場
を
作
っ
て
航
空
機
の
秘
匿
・
温
存
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

茨
城
で
も
、
軍
の
飛
行
場
周
辺
に
俺
体
壕
を
造
っ
た
り
、
近
く
の
森
の
な
か
に
隠
し
た
り
し
て
い
た
。 

神
之
池
飛
行
場
や
百
里
原
飛
行
場
が
あ
っ
た
周
辺
に
は
、
い
ま
も
、
そ
の
と
き
造
っ
た
俺
体
壕
が
残
っ
て 

い
る
。 

 

航
空
機
の
ほ
か
に
も
、
人
間
爆
弾
「
桜
花
」
、
人
間
魚
雷
「
回
天
」、
特
殊
潜
航
艇
「
咬
竜
」
、
爆
裂 

艇
「
震
洋
」
な
ど
も
、
す
べ
て
こ
の
作
戦
に
投
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
爆
薬
を
装
備
し 

た
兵
器
に
将
兵
が
乗
り
組
み
、
人
間
も
ろ
と
も
敵
の
艦
船
に
体
当
た
り
を
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
特
攻
を
総
動
員
し
て
、
敵
の
輸
送
船
に
突
入
さ
せ
る
。 

 

輸
送
船
を
目
標
に
し
て
い
る
の
は
、
上
陸
軍
の
将
兵
に
損
害
を
与
え
る
た
め
で
あ
っ
た 

 

こ
れ
が
、
米
上
陸
軍
に
た
い
す
る
第
一
段
階
の
攻
撃
な
の
だ
。 

 

 

沿
岸
地
帯
で
の
防
衛
戦 

 

米
軍
が
上
陸
し
て
く
る
可
能
性
の
あ
る
沿
岸
地
帯
に
は
、
人
規
膜
な
地
上
市
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。
茨 

城
の
鹿
島
灘
沿
岸
に
も
多
数
の
地
上
部
隊
が
態
勢
を
と
っ
て
い
た
。 

 

こ
こ
で
の
作
戦
は
、
上
陸
米
軍
に
対
す
る
砲
兵
部
隊
の
砲
撃
戦
と
、
沿
岸
地
帯
に
配
備
さ
れ
て
い
る
地 

上
部
隊
の
死
守
防
衛
戦
に
な
る
の
だ
が
、
ど
ん
な
作
戦
な
の
だ
ろ
う
か
、
ど
ん
な
特
攻
戦
法
を
や
ろ
う
と 

し
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
・
；
・
：
、 

  

日
本
車
は
す
で
に
南
の
島
々
で
上
陸
し
た
米
軍
と
戦
っ
て
い
る
。
米
軍
は
戦
車
部
隊
を
先
頭
に
上
陸
・ 

侵
攻
し
て
く
る
の
で
、
池
上
部
隊
の
通
常
兵
器
で
は
と
て
も
歯
が
立
た
な
い
。
そ
こ
で
考
え
だ
し
た
戦
法 

が
人
間
地
雷
て
あ
る
。
将
兵
一
人
が
も
ぐ
る
穴
を
堀
っ
て
、
そ
こ
に
潜
ん
で
攻
撃
か
ら
身
を
守
り
、
接
近 

し
て
く
る
敵
戦
車
の
鉄
輪
の
下
に
「
ア
ン
パ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
爆
薬
を
抱
え
て
飛
び
込
む
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
、
戦
後
、
体
験
者
や
目
撃
者
に
よ
っ
て
、
書
い
た
り
、
語
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。 

 

九
州
の
海
岸
地
帯
や
関
東
の
海
岸
地
帯
で
、
兵
上
た
ち
が
「
た
こ
壷
（
兵
士
一
人
が
潜
っ
て
身
を
守
る 

 



 

個
人
壕
）
を
掘
っ
て
訓
練
を
し
て
い
た
」
と
い
う
目
撃
談
も
、
戦
後
多
く
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
紹
介
さ 

れ
て
い
る
、 

 

茨
城
の
日
立
か
ら
常
澄
に
至
る
海
岸
地
帯
に
は
、
沿
岸
配
備
師
団
の
歩
兵
連
隊
（
護
宇
）
加
配
置
さ
れ 

て
い
た
が
、
常
澄
村
大
串
と
い
う
所
に
は
、
こ
の
部
隊
の
規
模
の
大
き
な
壕
が
構
築
さ
れ
て
い
た
よ
う 

で
あ
る
。 

 

地
元
の
国
民
学
校
高
等
科
の
生
徒
や
水
戸
の
中
学
生
ま
で
が
、
こ
の
壕
堀
作
業
に
勤
労
動
員
さ
れ
て
い 

る
。 

 

当
時
、
茨
城
中
学
（
い
ま
の
茨
城
高
校
）
生
だ
っ
た
私
の
友
人
も
、
勤
労
動
員
で
大
串
の
壕
堀
り
に
通 

っ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
は
兵
土
た
ち
が
竹
筒
を
抱
え
て
訓
練
を
し
て
い
た
と
い
う
。 

 

「
あ
れ
は
、
聞
違
い
な
く
、
爆
薬
を
抱
え
て
敵
の
戦
車
に
飛
び
込
む
訓
練
だ
っ
た
と
思
う
よ
」 

 

と
、
そ
の
友
人
は
語
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
弟
二
段
階
の
「
地
上
の
特
攻
」
と
い
う
の
は
・
・
・ 

丨 

米
車
が
上
陸
・
侵
攻
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
海
岸
線
と
そ
の
後
背
地
帯
に
、
大
規
模
な
「
た
こ
壺
」 

  

の
人
間
地
雷
原
を
敷
設
し
、
彼
我
の
砲
弾
が
降
り
注
ぐ
中
で
生
き
延
び
た
兵
士
が
、
迫
っ
て
く
る 

 

的
戦
車
の
鉄
輪
の
下
に
飛
び
込
ん
で
い
く
ー
。 

 

地
上
戦
の
特
攻
と
は
、
こ
の
凄
惨
な
人
間
地
雷
戦
を
二
段
構
え
、
三
段
構
え
と
連
動
さ
せ
て
い
く
戦
法 

だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。 

 

参
謀
た
ち
は
、
こ
の
沿
岸
地
帯
で
の
戦
闘
で
、
米
上
陸
軍
を
撃
退
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
こ
こ 

で
の
戦
い
で
は
七
日
間
、
少
な
く
と
も
五
日
間
は
、
米
軍
の
侵
攻
を
阻
み
つ
づ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い 

た
。 

 

そ
れ
は
、
内
陸
部
の
決
戦
軍
団
が
、
米
軍
の
主
力
が
侵
攻
し
て
く
る
方
面
に
移
動
し
、
決
戦
態
勢
を
整 

え
る
時
間
か
必
要
だ
か
ら
だ
と
い
う
。 

  

主
力
軍
に
よ
る
決
戦 

 

茨
城
県
内
に
も
内
原
に
戦
車
旅
団
が
、
県
西
に
は
砲
兵
連
隊
や
、
茨
城
で
編
成
さ
れ
た
歩
兵
連
隊
（
納
） 

 
 

な
ど
の
決
戦
軍
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
他
の
県
で
も
内
陸
部
に
決
戦
軍
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ 

ら
の
決
戦
軍
が
、
沿
岸
地
帯
の
攻
防
戦
を
突
破
し
て
侵
攻
し
て
く
る
上
陸
軍
の
主
力
に
〃
最
後
の
決
戦
〃 

を
挑
む
。
こ
れ
が
第
三
段
階
の
作
戦
で
あ
る
。
彼
我
の
主
力
軍
が
、
こ
こ
で
雌
雄
を
決
す
る
こ
と
に
な
る 

 

ＱＵ 私 



 

の
で
あ
る
が
・
・
・ 

 

し
か
し
、
制
空
権
は
ア
メ
リ
カ
軍
が
完
全
に
握 

っ
て
い
る
し
、
装
備
で
も
米
軍
が
は
る
か
に
勝
っ
て 

て
い
る
の
で
、
参
謀
た
ち
は
、
こ
の
決
戦
で
も
日 

本
軍
が
勝
利
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。 

で
は
、
そ
の
後
の
戦
闘
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う 

か
、
首
都
防
衛
軍
に
よ
る
防
衛
戦
や
、
残
存
兵
力 

と
国
民
義
勇
戦
闘
隊
な
ど
に
よ
る
遊
激
戦
で
、
米 

軍
に
戦
い
を
挑
ん
で
い
く
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
第
四
段
階
の
戦
闘
に
な
る
の
だ
。 

 

９
９

！

 

本
土
決
戦
の
彼
我
の
彼
方
に
つ
い
て
も
、

大
本
営
参
謀
た
ち
の
中
で
推
定
が
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
米
軍
に
与
え
る
損
害
は

数
十
万
、
日
本
軍
民
の
う
け
る
被
害
は
二
百

万
に
及
ぶ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
被
害
数
は
沖
縄
戦
の
十
倍
以
上
に
な
る
。 

 

も
し
、
本
土
決
戦
が
決
行
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
沖
縄
戦
よ
り
は
る
か
に
悲
惨
な
地
獄
図
絵
が
、 

全
国
に
出
現
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 

ｒ｛
．

り０ 




